
平成 23 年度

事業着手時点の評価
（費用対効果分析結果、
事業をめぐる社会情勢
の状況、期待する成果

等）

アジア･中国物流の増加に対応するとともに、大規模地震時に物流機能を確保することができます。

活
動
指
標

事務事業の進捗状況
を測る指標

単　位 算出方法（式）・指標設定の考え方 完成予定年度

整備事業の進捗状況 ％ 進捗率は、全体事業費を100とした整備費の割合

事務
事業
の

目的

対象
（誰を、何を）

鍋田ふ頭コンテナターミナル第３バース（岸壁）

意図
（どういう状態に

したいのか）
整備し、コンテナ機能の強化を図る

事務事業の概要
（整備場所・期間・規模、
総事業費・事業手法等）

場所　　　：愛知県弥富市（鍋田ふ頭）
期間      ：平成21年度から23年度
規模      ：延長250m
総事業費：約93.3億円
事業手法：改修（直轄）
整備主体である国土交通省と予算及び工程管理に関する協議を行います。

根拠法令・計画等 社会資本整備重点計画法、名古屋港港湾計画

１　事務事業の目的・目標（ＰＬＡＮ）

政策の体系
政策名 5安全な港

基本施策名 07危機管理機能の強化
個別施策名 21防災対策を強化する

平成2１年度　事務事業シート（建設整備事業）

事務事業名
10鍋田ふ頭コンテナターミナル第３バース（岸壁）整備
事業【再掲】

コード 担当課 企画調整室事業担当
5072110

連携担当課
（企画調整室）港湾物流高度化担
当


